
　恋愛をしない（あるいは恋愛ができない）若者
が増えている。リクルートブライダル総研が全国の
20～49歳の未婚男女1,200人に対し、恋愛や結婚
に対する意識や行動を調査した「恋愛・結婚調査
2023」によれば、20～40代の未婚男女のうち、恋
人がいる人の割合は29.7%、恋人がいない人の割合
は70.3%であった。これまでに交際経験のない人の
割合は34.1%で、恋人がなく交際経験もない人の割
合を見ると、20代男性で46.0%（前回調査比で
11.8ポイント増加）、20代女性で29.8%（前回調
査比で5.5ポイント増加）であった。ネット上の相
談コーナーには「恋愛の仕方がわからない」とい
う声が溢れている。恋愛のノウハウがこれでもかと
紹介され、インターネットで出会いの場を提供する
ことが盛んになったにもかかわらず、恋愛未体験者
は増え続けている。 
　どうも恋愛は自然に成立するものではなく、あ
る程度の知識・技能を習得した上で実現するものの
ようである。かつての民俗社会では、誰もが恋愛を
成就できるよう、後押しをする習慣が存在してい
た。明治民法の施行によって家制度が法的に確立す
る以前、恋愛関係を育て、結婚のきっかけとなって
いたのが、若者仲間が年頃の娘のもとを訪問する
「娘遊び」と呼ばれる習俗である。「娘遊び」は
一種のグループ交際であり、数人の若者仲間が娘の
いる家を毎晩のように何軒も訪ね歩き、仲が良く
なった二人ができるとその交際を応援した。瀬川清
子は『若者と娘をめぐる民俗』の中で、かつては若
者仲間がムラの娘を管理し、婚姻を統制していたこ
とを明らかにしている。「娘遊び」は見合い結婚が
一般に普及する以前の恋愛結婚のしきたりであっ
たことは確かで、ここからナジミと呼ばれる深い関

係に発展し、若者が娘のもとに寝泊まりに出かけ
るようになり、やがて子供ができると結婚するこ
とになった。瀬川は「この民俗では一切の婚姻儀
礼にさきだってつまどいがある。同居して経済生活
をともにするということは、子ができてからである
例が少なくない」とし、「今日の婚姻からみると
順序が逆なのである」と記している。 
　「娘遊び」は長い歴史を持つ習慣であったが、
明治民法のもとで法的に家制度が確立すると、親
が子の婚姻に全面的に介入するようになる。それ
により、結婚前の男女交際である「娘遊び」はふ
しだらなものと断じられ、その結果、衰退を余儀
なくされた。結婚相手は親が決めることとなり、
形式的な見合いによる結婚が広まってゆくのであ
る。 
　ただ、従来からの習慣は一朝一夕にはなくなら
ない。1990年代から2000年ころにかけて、筆者が
主に愛知県内でおこなった聞き書き調査では、ま
だ「娘遊び」の様子を聞くことができた。話者の
生年は明治末から昭和戦前期までであるため、大
正期から昭和の高度成長期以前の様子を伝えるもの
である。今となっては貴重な聞き書きの記録であ
り、これらを資料として活用してもらうため、活字
化しておくことが望ましいと考え、ここに紹介する
ことにした。 
　最初に取り上げる愛知三島、答志島、渥美半島
は、かつては若者宿の習俗を伝えてきた地域であ
り、宿の仲間によって「娘遊び」がおこなわれてい
た。瀬川が明らかにした「若者と娘をめぐる民
俗」の典型例を伝える地域と言ってもよい。本稿で
は、これらの地域の若者宿の状況を示すととも
に、「娘遊び」の習慣を紹介する。 
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Ａ　愛知三島 
　南知多町の篠島、日間賀島、西尾市（旧一色
町）の佐久島を愛知三島と総称する。愛知三島の
中でも、もっとも色濃く若者宿のしきたりを聞き
書きできたのは篠島である。ここでは中学を卒業
すると同時に、島に残る同級生で一緒に宿に寝泊
まりするホーバイの関係を作り、その仲間のうちの
一軒を宿にしたり、他に適当な家を見つけて宿を
依頼したりしていた。宿親と宿子の関係は一生涯続
き、こうした関係が、かつては漁業労働を支えてい
たことを想像させる。娘遊びには宿のメンバーで出
かけていった。 
　日間賀島で調査をおこなった瀬川は、娘遊びの
しきたりを記述しているが、篠島と比べると、日間
賀島の若者宿は早くに衰退してしまったらしく、筆
者の聞き書きの範囲では、宿に寝泊まりするのは
希望者に限られ、誰もがおこなったことではな
かったという。 
　佐久島について、瀬川は「物好きな、そして若い
衆のある家」が宿を務めたと記している。しかし、
筆者の聞き書き調査では若者たちが宿に寝泊まり
した事例は確認できなかった。ただ、ここでは
「若い衆と蜂の巣はかまうな」という言葉が語られ
ており、若者仲間に対する一種治外法権的な扱い
が存在し、若者仲間が恋愛・結婚を統制していたこ
とをしのばせている。 

【南知多町（篠島）】 
＜資料１＞ 
話者＝昭和43年生まれ・Ａさん男性・Ｉさん男性・
Ｋさん男性・Ｆさん男性（同じ若者宿の同年者）
（1995年１月調査） 
●01・ヤド 
　Ｋさんの父親（昭和18年生まれ）が宿親であっ
た。ここの屋号をとって「ちんや組」といってい
た。普通はヤドの屋号をとって組の名前にしてい
る。Ｋさんのところは漁業で、母親と祖母、妹で八
百屋をしていた。中学卒業の時、ホーバイになった
ものの親がヤドをどこにするかを決め、卒業式の
後、その家に母親が頼みに行った。この時、子供
は来ない。ヤドになるのは大変なことなので
ちょっと考えたのではないかと思う。もっとも、
それまでの雰囲気でだいたい察しはついていて、
「オランとこがヤドかな」といっていた。ヤドで明

け方まで過ごすのは盆、正月くらいであり、その時
は酒を飲んでいる。Ｋさんのところで16人分の蒲
団を用意するということはなかった。寝泊まりして
いた頃は、各自が蒲団を持っていったという。現在
は泊まることはあまりないが、寝泊まりしていた時
代に比べれば宿親と若い衆の関係は薄いのだろ
う。親はヤドに入れたがるが、同級生の中にはヤ
ドには入らないという者もいた。ヤドのツキアイが
面倒だからである。 

●02・宿親と若い衆の呼称 
　宿親が宿に来る若い衆のことを呼ぶ言い方はな
かったと思う。若い衆は宿親のことを「おじさん」
と呼んでいた。初めてヤドに入ったときも特に何も
やらなかったのだろう。覚えがない。 

●03・ヤドでの生活 
　高校生くらいから結婚するくらいまでは毎晩ヤ
ドに集まってビールを飲んだり麻雀をしたりして騒
いでいた。結婚すると夜は出られなくなるのでだん
だん集まらなくなる。若い衆が飲んでいると宿親も
加わることがある。博打を一緒にやったりもした。
兄弟のいるときは兄のホーバイと弟のホーバイが同
じ宿になることもあるが、その時も集まる部屋は
かえている。 

●04・宿勘定（ヤドカンジョウ） 
　ホーバイのギリゴトのお金は一括してヤドで払っ
ている。これをヤドカンジョウといった。「ちん
や組」では半年ごとに1万5000円を集め、１万円を
ギリゴトのお金にして5000円で飲み食いする。毎
月１万円ずつ集めるところもある。「ちんや組」
ではＫさんのお母さんがヤドの通帳を持っていて、
誰かが入院したりするとお金を下ろしに行ってい
る。 

●05・若い衆の成長とヤド 
　若い衆が結婚すれば宿との関係は薄くなるがホー
バイを抜けるということはない。宿親が死んだと
きでもツレが残るので、今まで通りその家に集ま
る。50代、60代になってもホーバイが集まる宿が
ある。宿によっては途中でもめごとがあって関係が
なくなることもある。島の外に出て行くホーバイが
多くなれば、宿も自然となくなってしまう。 
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●06・結婚式とヤド 
　結婚式の時はツレが受付をやる。ホーバイはみん
な出席する。仲人は宿親がやった。島の人同士の
結婚だとたいていは宿親が仲人になる。島外の人と
結婚するときは仕事関係の上司などに頼む。実際
に縁組の口をきいてくれる仲人というのはない。結
納の挨拶には仲人がついてゆく。 

●07・ホーバイの葬式の手伝い 
　ホーバイの中で葬式が出たときは、ツレが家の中
を片づけたり生花を運んだりする。葬儀屋は島外
にしかなく、生花は船着き場渡しとなる。ツレの
親が死んだときは自分の親が死んだのと同じよう
な気になる。 

●08・ツレの旅行 
　お金を積み立て、成人式には志賀高原にスキーに
行った。25歳の厄の時も、祈祷料を払ってお祓い
をしてもらい、旅行に行く場合が多い。今はハワイ
に行っている。 

●09・娘遊び 
　親の世代までは島の娘の家にホーバイがみんなで
遊びに行くということがあった。現在、娘遊びは
行わない。答志島、神島では今も若い衆が宿に寝
て、娘遊びをしているという。 

＜資料２＞ 
話者＝昭和15年生まれ・Ａさん男性（1995年１月
調査） 
●01・ヤド 
　中学生の終わりから、結婚するまでずっとヤドに
寝泊まりするようになった。漁から帰って自宅で夕
食を食べ、風呂に入ってからヤドに行った。蒲団は
敷き、掛け、枕を家からヤドに持っていっていた
が、４畳半に10人くらい寝るので、蒲団は人数分
あるわけではなかった。365日、ヤドに行くのは楽
しかった。 

●02・ヤドにふさわしい家 
　平屋だと困り、２階建ての家がよかった。ヤドに
人間が集まって寝泊まりしなくなるまで一部屋を提
供しないといけないのでたいへんだった。ヤドは

目に見えない物入りがあるので、経済的に力がない
と務めるのは難しい。金が要るのは承知であり、
人が集まらなくなるのが寂しいと思う人が引き受
ける。 

●03・宿親 
　よほどの事情がないかぎり、仲人は宿親が務め
た。これはヤドを引き受けたときから覚悟をしてい
る。仲人は一生、親のようにしてつきあった。若い
衆が一番恐いものはヤドのオヤジだった。喧嘩を
したらヤドから出されてしまうので、友人からも抜
けることになったからである。宿のオヤジは喧嘩の
加勢などにも来てくれた。宿親は親方のような人が
多い、自分の親よりも相談に出かけた。また、同
じ家が何代にもわたってヤドを提供することもあ
り、「ちんや組」という名称は60代くらいの人の
グループにも存在する。 

●04・宿親とのツキアイ 
　結婚してからもヤドの親がいるかぎりはツキアイ
をし、正月と盆など、何かのときにはヤドに集まっ
た。正月には年頭の挨拶に夫婦そろって出かけた。
他のギリは朝のうちに済ませ、午後にヤドのもので
時間をあわせて宿親のところに集まった。このと
きには、ヤドカンジョウも行った。 

●05・「豊信組」（ほうしんぐみ） 
　ＡさんのヤドはＦ・豊という人が宿親であり、
「豊信組」と称していた。昭和15､6年生まれのも
のが14人で作った。しかし、宿親の子供が次男で
あり、名古屋に働きに行ったため、ヤドを変えるこ
とになった。長男のところがヤドになれば、途中
でヤドが変わるということはまずは起こらない。
このとき、「オラアンチでやってもいい」という人
がいて、そこを新しいヤドにした。ヤドが変わって
も、名前は元の「豊信組」のままである。 

●06・ヤドと地縁関係 
　Ａさんの頃は、だいたい東、中、西、南の区ご
とに４つのヤドができた。もっとも、友達同士で
まとまるので、厳密に地縁で分かれるわけではな
い。「豊信組」は中区のヤドであり、中区には、
一つ年上に「カツヤ組」があり、その上もずっと続
いていた。年上のもののヤドを兄組といい、年下の
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もののヤドを弟組という。青年団の命令は各地区
ごとに下り、正月の祭りも各部落ごと（区ごと）
に行っていたので、兄組は弟組を指揮していた。ヤ
ドに縦割りの意識があるのは20歳くらいまでで
あった。現在は子供の数が減ったため、祭りも青
年団全体で行うようになった。区ごとにヤドを置
くということもなくなり、今はアソビヅレによって
ヤドが作られている。 

●07・ヤドカンジョウ 
　ヤドカンジョウは一生続き、現在65､6歳以上の
人でもやっているのではないか。「豊信組」のヤド
カンジョウの帳面は今もある。盆と正月には１万
円ずつを集めており、ここからお祝いやお見舞いな
どのお金を出している。高校や大学にいっても島に
戻って友達がいないと嫌なのでヤドカンジョウは
払ったし、名古屋に一家転住した人でもお金を送っ
てくる。 

●08・ヤドでの遊び 
　盆や正月にはサイコロや花札の博打をした。島の
中では遊ぶことがなく、他には麻雀をするくらい
だった。今は師崎に車が置いてあるので遊びに行く
のも簡単だが、昔は河和まで船で２時間かかり、
そこから電車で行くので半田に遊びに行くのが
やっとだった。 

●09・娘遊び 
　ヤドからは毎日娘遊びに出かけた。初めは同級
生のところに行き、次に一つ下の娘のところに
行った。出かけるのは８時くらいからであり、寝る
まで遊んでいた。先に早くヤドに戻ってしまうと、
蒲団が冷たく、後から戻ると体温で暖まっていたた
め、長い間娘遊びをしているほうがよかった。 

＜資料３＞ 
話者＝大正10年生まれ・Ｋさん女性、大正11年生
まれ・Ｔさん女性（1995年１月調査） 
●01・宿勘定 
　宿勘定のことを「ヤドカン」とも呼んだ。宿で若
い衆がうどんを食べたり酒を飲んだりして使ったお
金は宿親が立て替えておき、盆正月に決済をして徴
収していた。このツケのことを宿勘定と呼んでい
た。また、宿勘定からはギリのお金を立て替えた

りした。 

●02・娘遊び 
　若い衆宿の気のあった者同士で娘の所に遊びに
行った。遊びに行く娘は自分より２～３歳年上ま
でで、年下は７～８つ離れていてもよかった。出か
けるのはヨルゴハンを食べてからで、７時半から８
時半くらいに来た。宿の仲間は相談して行く所を決
め、「こんばんわ、遊ばせてください」といって訪
れた。娘のほうは、姉妹やツレ同士など、２～３人
で夜なべの絞りをやっていた。親は気をきかせて別
のところにいるか寝てしまう場合が多かったが、
時には母親がいっしょということもあった。若い
衆は絞りの糸を巻いてくれたり、生地を揉んでくれ
たりと手伝いをしてくれることもあった。若い衆に
お茶を出したりということはない。座ってみんなで
話をし、仲が良くなった二人がいれば気をきかせ
て残しておいて、他の者はよそに行ってしまう。若
い衆が宿に帰る時間はだいたい同じになり、11時
か12時くらいだった。いい家の娘のところに行く
のは「気がずすない（近寄りがたい、遠慮す
る）」ということもあった。 

●03・ナジミ 
　娘遊びなどで男女の気が合って恋愛関係になるこ
とをナジミになるといった。ナジミになれば、ちょ
うど戦争中であったこともあり、兵隊に行く前に
10人のうち９人は娘に手をつけた。同級生の中で
も結婚前に子供ができた人が５人いた。ホーバイも
ナジミの関係を認め、ツレのために空いている部屋
を提供することもあった。ナジミの関係の娘を
とったりするとたいへんなことになり、違う宿の
ものにとられたりすると、娘をめぐって宿同士で喧
嘩になったこともある。盆や正月には、若い衆が
酒を飲んで娘の取り合いでよく喧嘩をした。同じ宿
のもののナジミの娘をとってしまった場合は、ホー
バイ同士で話して理解しあった。ナジミの証として
物を贈りあったりすることはなかったようであ
る。自分の着るものもたいへんであり、それどころ
ではなかった。ただ、若い衆が正月のお祭りに奴
を振る時、下帯に絞りの帯あげを下げるので、これ
をナジミに頼むと用意してくれた。 

●04・恋愛結婚 
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　10人の内８人までは恋愛結婚だった。島の中で
経済的に上の家では、見合いをする場合もあった
ようだが、たいていは「こういう娘がいるがどう
だ」と親が決める場合が多かった。 

＜資料４＞ 
話者＝大正８年生まれ・Ａさん女性（1995年11月
調査） 
●01・話者の娘時代 
　話者は、篠島の高等２年を出たあと、裁縫学校
でお針を学んだ。また。お茶やお琴などの稽古も
行った。話者のところは敷居が高かったと見え、
娘遊びに来る人もなかったという。 

●02・ヤド勘定 
ヤド勘定はヤクサイの積み立てとは関係なく、ギリ
ゴトのお金を宿親が立て替えておいて正月や盆にま
とめて払ったものである。 

●03・娘のツレ 
　娘のうちは、４～５人で集まっては、夜、どこか
の家でイタコ絞りをしていた。泊まるようなことは
なく、11時くらいには帰った。ここに、若い衆が
「こんばんわ。遊ばせてもらっていいか」と訪ねて
きた。若い衆は３～４軒くらいは娘のところを
回ったが、仲のいいのができると置いていった。 

●04・シクジリ子 
　嫁に行く前にできた子をシクジリ子という。子が
いると嫁のもらい手がないので、そういう子供は養
子に出すことがあった。 

＜資料５＞ 
話者＝大正13年生まれ・Ｋさん男性、大正14年生
まれ・Ｏさん男性（1995年11月調査） 
●01・宿にふさわしい家 
　高等科の１年生の時くらいから友人が集まって、
グループの中のどこかの家を宿に決めてゆく。学校
に通っている間は泊まりに行くことはなく、卒業し
てから、宿元になってくれる家に子供が交渉しに行
く。宿になる家は二階や離れがあってある程度の広
さがあり、出入りが自由にできるところでなければ
ダメであった。また宿元になる人も、若い衆に理解
があり、世話好きな人でないとダメであった。宿親

になった人は、結婚式でも媒酌人をやり、死ぬま
で宿となってツキアイをし、最後まで面倒を見なく
てはならないのでたいへんであった。 

●02・宿のメンバー 
　宿に泊まりに行く仲間の人数は、５人から15人
くらいであるが、数が多い場合は話が合わなくなっ
たりして途中で二つに分かれてしまうようなことも
あった。仲間になるのは気心の知れた幼友達であ
り、必ずしも同級生というわけではなく、２～３年
くらいの歳の差がある場合もあった。これは、学
校卒業と同時に宿に泊まるようになるので、昔は６
年生までで終わってしまう子供や高等科まで行く子
がいてまちまちであったためである。Ｋさんの宿の
仲間は５人、Ｏさんの場合は７人で、どちらかとい
うと少ない方だった。 

●03・宿と地区の関係 
　宿は地区ごとに作られるというものではなく自
由に作られたが、メンバーはだいたい地域的に固
まっていた。 

●04・宿の名前 
　Ｋさんの入っていた宿は「薮虎組」といった。本
当は自分たちで「橘クラブ」と名付けたが、この名
前で呼ぶものはいなかった。「薮虎組」の名は、
宿になった家が虎次郎といい、元は薮になっていた
ためであった。Ｏさんの入っていた宿は「萬友組」
であった。宿の家がお萬サといい、船も萬友丸と
いっていた。 

●05・宿の変更 
　Ｏさんは途中で宿が変わっている。これは、若い
衆が泊まっていた部屋の柱に船釘を打ちつけ、ハン
モックを吊すなどの悪さをしたために追い出された
ものである。 

●06・宿に初めて入るとき 
　宿になる家の子供が親と相談して、承諾が得られ
ればみんなでそろって頼みにゆく。それまでにも
ちょくちょく遊びに行っているので、宿になりそう
な家は察しがついている。他の子供の親が宿に頼み
に行くということはなく、暗黙の了解を得て子供
を任せている。酒を持っていったり金を持っていた
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りのところである。宿は若い衆の寄合所であり、自
分たちの部屋であった。宿では遊んだり世間話を
したり、娘の話をしたりした。風呂は銭湯があっ
たのでそこに入りにいった。 

●07・娘遊びの季節 
　娘遊びに行くのは冬が多かった。冬は風が吹いて
いるので商売がないからである。夏は忙しかった。
夜の漁としては打瀬があったが、数は少なく、若い
衆の仕事は網なおしくらいであったので、夜は娘遊
びに出かけることができた。 

●08・娘遊びのしきたり 
　娘遊びはどこの家にでも無礼講で入ることがで
き、篠島中をまわった。そこの娘が了解すれば、
「こんばんわ。娘遊びに来たぞえ」といってあがっ
た。娘は一人でいることもあれば、集まっているこ
ともあり、イタコやお針をやっていることが多かっ
た。初めはゴウズリ（集団で行くこと、元は集団で
魚を食うという意味であるという）で行っても、慣
れ始めるとそこの家に目的を持っていくようにな
り、娘の腰を抱いて「俺の彼女になれ」といって口
説いた。こうなると、他の若い衆は遠慮するので一
人で遊びに行った。 

●09・ナジミの関係 
　娘遊びは15歳～16歳くらいから行き始め、２～
３年もすればナジミができる。ナジミになると娘の
方でも若い衆が来るのを心待ちにしている。ナジミ
になると周囲も親もこれを認め、娘も若い衆も特
に親に打ち明けることはしないが、親の方でもナ
ジミになった若い衆のことはわかっていた。娘の方
では布団を敷いておくので、若い衆は泊まっていっ
た。この間に子供ができることもあった。しか
し、ナジミになった娘のところに他の若い衆が遊
びに行くこともあり、ナジミの二人が別れること
もあった。娘遊びの交際期間を経て、結婚するのは
20歳～25歳くらいであった。 

●10・ホーバイの援助 
　相手のできない若い衆に対してはホーバイが援助
をした。昔はホーバイのために一肌脱ぐという気持
ちが強かった。結婚に反対されたとき、ホーバイが
力になるということもあったかもしれない。 

●11・娘遊びと結婚 
　娘遊びの間に子供ができると、昔は堕すことがで
きなかったのでたいていは結婚した。親が反対をす
るということもあまりなかった。 

●12・ヨバイ 
　ナジミで通うことは当たり前のことであるが、
娘の了解なしで黙って行くヨバイは悪いことであ
る。しかし、昔はごく普通にあったことであり、見
つかっても噂になるくらいであった。ヨバイの対象
は、娘、後家の他、亭主持ちのこともあり、夫が
酒を飲んで寝ているところに出かけていったりし
た。そうすると、顔かたちの違う子供ができるこ
ともあったが、その場合でも正規の子供として育て
ていった。もっとも、このような例はたくさんはな
い。 

＜資料６＞ 
話者＝昭和22年生まれ・女性（1995年11月調
査） 
●01・娘遊び 
　絞りをやっている娘のところに若い衆が通った。 

＜資料７＞ 
話者＝明治42年生まれ・Ｔ１さん女性、明治42年
生まれ・Ｔ２さん女性（1996年７月調査） 
●01・娘遊び 
　夜になると若い衆が娘のところに遊びに来て、こ
れを娘遊びといった。娘遊びに来る人は学校を卒
業するとすぐに来た。娘も学校を卒業してすぐくら
いに若い衆の訪問を受けた。個人の家に行くとき
もあるし、２～３人、娘が集まっているところに来
るときもあった。「こんばんわ」と来る人もいれ
ば、黙ってそのままあがってくる人もいた。戸を閉
めて鍵を掛けておいても来る人があった。大勢でき
て、その中で好き同士になったものがいれば、二人
を残して他に行ったし、また、一人で娘のところに
来る人は夜遅くにやってきた。娘は絞りの仕事など
をしていたが、遊んでいるうちに仲良くなることが
多かった。若い衆は順番に娘のところにやってき
た。今度はどこに行こうかといって一晩のうちにい
くつも回っていた。若い衆が来ても、島の習慣であ
るため、娘の家の人も何も言わなかった。お茶を
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出したりということもなく、そのままにしておい
た。中には、追い出した家もあったかも知れない
が、そういうところは少なかった。 

●02・娘遊びの時間と季節 
　娘遊びに行くのは夜学が終わってからであった。
夜学は高等にあがる人が少なかったので算盤など
を夜の７時くらいから１時間ほど教えるところであ
り、男だけの学校だった。娘のところにいるのは
10時か11時くらいまでであった。娘遊びの季節は
１年中であり、夏はシャツや浴衣、冬は丹前を着
てきた。好きな娘のところでいればやっと（ずっ
と）いた。 

●03・娘の集まるところ 
　娘たちは、仕事をするときはどこかの家に集ま
ることが多かった。Ｔ１さんの在所は、娘の集ま
る場所になっていた。集まる娘の数はたいていは
７～８人くらいで、同級生や一つくらい年が離れて
いる場合もあった。集まる家を決めるときは「や
らしておくれ」といってやってきた。イタコの仕事
をするときも、みんなで歌を歌いながらやった方
がおもしろかった。Ｔ１さんたちの頃は安来節が
流行っていた。娘の集まる家のことはヤドとはいわ
ず、夜ご飯の時には帰っていった。朝になるとイタ
コを絞る台と袋を持って通ってきた。夏になるとみ
んなで泳ぎにいったりもしたが、遊んでいると怒ら
れた。 

●04・ナジミ 
　好き同士になればナジミというが、今のようにベ
タベタしたり、手をつないだりということもなかっ
た。また、夜泊まることもなく、ご飯を一緒に食
べたりということもない。他の若い衆も遊びには
来るが、ナジミになったといううわさが立てば長
くはいなかった。 

●05・結婚の申し出 
　本人同士がいいと言えば、それで一緒になれる。
結婚することを親に直接言うことはまずないが、親
の方では何となく感づいているものである。おじさ
んやおばさんなどのシンセキを通じて親に伝えても
らうこともあり、これを受けて親同士で相談をし
た。 

＜資料８＞ 
話者＝大正13年生まれ・Ｋ１さん女性、昭和２年
生まれＫ２さん女性（1997年９月調査） 
●01・ヨバイ 
　ヨバイは間男ともいい、昔は錠もかわなかった
ので寝ているところに夜中に入ってくるものであ
る。娘の方でも知らないわけはない。 

●02・シクジリ子 
　昔はシクジリ子はたくさんいた。生まれた子供は
婿が承知していれば連れて嫁入りする人もいるし、
そうでなければイグラ（実家）に置いておいて親が
育てたりした。または、貰い子、里子に出したり
もした。生まれた子供は男の方では関係ない。女
の方が横着をしたことになり、だまされた方が悪
いということである。ナジミになってもシンショが
合わないと一緒にはならないことがあり、これもシ
クジリ子といった。この場合でも男の方は関係な
く、女が悪いとされた。  

【南知多町（日間賀島・東里）】 
＜資料９＞ 
話者＝大正12年生まれ・Ｋさん男性（1995年１月
調査） 
●01・若い衆の宿 
　小学校６年生を卒業すると、気のあったツレ同
士で若い衆の宿に入った。宿には入っても入らなく
てもよかった。普通は宿で寝るということはな
かったようであり、家が狭いところの若い衆が泊
まるくらいである。宿親の言うことが絶対であると
いうこともなかった。  

＜資料10＞ 
話者＝明治44年生まれ・Ｋさん男性（1996年10
月調査） 
●01・ヤド 
　学校をおりるとすぐ、12歳か13歳くらいでヤド
で寝泊まりするようになる場合があった。これは
希望者だけであり、みんながみんなヤドに入った
わけではない。若い衆が５～６人集まって、寄りや
すい家（人を寄せてもいい気分の家、たいていは集
まった若い衆のどこかの一軒）を頼みに行った。
頼みに行くときは何かをしていたのであろう。ご飯
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を食べてからヤドに行き、泊まったが、布団は各
家から持っていった。ヤドの主人をヤドオヤ、集
まってくる若い衆はヤドコと称し、オヤのような格
好になるので言うことはよく聞き、結婚後もつき
あっていた。オヤがコを連れて漁に出ることもあっ
た。ヤドは戦後すぐになくなってしまった。  

●02・青年会と祭り 
　青年会は学校を出てすぐに加入し、25歳までで
組織する。東区と西区では別の組織である。青年
会の仕事は祭りのことであるが、昔に比べれば仕
事は少なくなった。青年が関わる祭りは正月２、
３日の祭り（西区は４、５日）、９月15日の本祭
り（現在は日曜日にかけている、神楽と青年の相
撲を行う。しばらく中止していたが、今年、また始
まった）、祇園さん（魚霊を慰める祭りである。
西区はホウロク祭りで、一軒の家ごとにホウロクを
出して火を焚き、浜に流している。この時には花火
もやっている。東区は浜でご祈祷をするだけであ
る）、盆行事（13日～16日に音頭をとって盆踊り
をする）である。  

●03・知り合う機会 
　若い衆の宿の人が集まって娘の所に遊びに行くこ
ともあった。 

＜資料11＞ 
話者＝昭和２年生まれ・Ｋ１さん男性、昭和８年
生まれ・Ｔ１さん男性、昭和12年生まれ・Ｔ２さ
ん男性、昭和９年生まれ・Ｍさん男性、昭和６年
生まれ・Ｋ２さん男性、昭和９年生まれ・Ｋ３さ
ん男性、昭和11年生まれ・Ｋ４さん男性、昭和６
年生まれ・Ｓ１さん男性、昭和11年生まれ・Ｓ２
さん男性（1997年11月調査） 

●01・ネドコ 
　同級生か一つか二つ違いくらいの似通った連中
が５～10人で集まり、シンセキか友達の中の家を
頼んでそこで寝泊まりをした。オモヤだけでなくハ
ナレのあるような家がよかった。シンショウを持つ
まではここにいて、嫁さんをもらうと出て行くこと
になる。30歳くらいまでは寝ている者がいた。ネ
ドコの主人のことをネドコ親、ヤド親といった。羽
目を外すと怒りに来るくらいであったが、親の言う

ことは聞かなくても、ヤド親は立てた。ネドコ親と
は一生ツキアイが続いた。ネドコの習慣は昭和40
年代半ばくらいまであった。  

●02・娘遊び 
　昔は遊びに行くところがなかったので、いい子が
いるのでというとツレ同士で出かけた。特定の二
人が仲良くなると、友達がいろいろと助けてくれ
た。オミキ入れの前でも、内緒で娘の家に行くこ
とはあり、二人で夜、浜に行ったりもした。 

【南知多町（日間賀島・西里）】 
＜資料12＞ 
話者＝大正４年生まれ・Ｓさん男性、大正９年生
まれ・Ｓさん女性、昭和６年生まれ・Ｎさん女性
（1997年11月調査） 
●01・ナヤ 
　若い衆になると、一軒屋を借りて友達同士で集
まった。余分な部屋がある家や安気におれる家が
若い衆のたまり場になり、オモヤの前のナヤに泊
まることが多かったのでこれをナヤと呼んでいた。
昔は一グループで毎日寝泊まりをしたが、必ず泊ま
るということでもなかった。時期は成人式くらい
までである。家主のことをヤド親と呼ぶようなこと
はない。  

●02・結婚の契機 
　結婚の契機は８割くらいは恋愛であった。昔は
楽しみがないので、若い衆で娘の家に行ってわいわ
いとおもしろい話をした。ここで仲良くなるとナ
ジミといい、「あの人とあの人がナジミになっ
た」といって他の人は遠慮した。これで双方の親が
納得すれば結婚することになった。結婚は親が決
める時代であり、ナジミになっても親が反対すれば
一緒になれなかった。友人が親を説得するような
こともなく、駆け落ちするしかなかった。昔は今の
娘のようにだらしないことはなく、出来ちゃった結
婚であればだらしない女だといわれて家から追い出
されてしまった。また、親とオチュウニンの話し合
いで、オチュウニンに義理があって断れないとき
は、親が一緒になれと言って決めてしまうことも
あった。 

＜資料13＞ 
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話者＝昭和６年生まれ・Ｎさん女性（1997年11月
調査） 
●01・娘遊び 
　娘遊びにはいろいろな人が来て、断ることもでき
なかった。これで一緒になることがあった。 

【旧一色町（西尾市）（佐久島）】 
＜資料14＞ 
話者＝明治45年生まれ・Ｔさん男性（1997年９月
調査） 
●01・若い衆のヤド 
　若い衆は２～３人集まって、ナヤに集まって寝る
ことはあったが、日間賀のように、若い衆がヤドで
固まっているということは佐久島ではなかった。ナ
ヤで寝ていると、カニ網の頃は夜中の２時くらい
に起きて行くので、家にいなければナヤに船頭が起
こしに来た。 

●02・娘遊び 
　ヨバイはＴさんよりも上の世代の人たちは盛んで
あった。「若い衆と蜂の巣はかまうな」という言
葉があった。Ｔさんの頃はヨバイはしないで、ナジ
ミになって娘のところに行く人はいた。娘遊びは
２～３人で出かけ、16～17歳くらいから、年取っ
た人に連れられていった。娘は一人でいる場合とツ
レ同士で一緒にいる場合とがあった。ここでは、
針仕事や藁草履などを作っていた。親は起きている
こともあったが、かまわずに寝てしまう場合もあっ
た。ナジミになれば、他の者は遠慮したものであ
る。 

●03・ナジミの生活 
　ナジミになれば、女のところで寝泊まりする場合
が多かった。晩御飯を食べてから泊まりに行き、
娘の親も気づいていても何もいわなかった。こうな
ればついでに娘をもらうことになり、頼みに行けば
すぐにくれた。親が反対するときはまずなかっ
た。もっとも、ナジミになっても別れる場合もあっ
た。 

＜資料15＞ 
話者＝大正２年生まれ・Ｔさん女性、大正２年生
まれ・Ｋさん女性（1997年10月調査） 
●01・ヤド 

　日間賀島とは違って、ヤドは佐久島にはなかっ
た。ネヤはない。 

●02・夜遊び 
　昔は若い衆といっていた。２～３人くらいの結婚
前の人がてんでに遊びに行った。行くところが決
まっていた。当時は夜学があり、男の人ばかりが
通っていたが、夜学が終わってから遊びに行くのは
漁師の人である。高等科の生徒は当番でランプの
掃除をしていた。若い衆は12時くらいまで騒いで
いて、娘は夜ナビに針仕事をしていた。夜遊びと
いっても、ここで落花生やイモを食べて一緒に話を
するだけである。これで仲良くなる人もあり、惚れ
て通う人もいた。自分たちでいいと思うとこっそり
通うようになる。夜遊びには行きやすい家と行き
にくい家があり、若い衆が来ると逃げてしまう人
もいた。Ｔさんは２～３人で２，３回、若い衆が
入ってきて、びっくりしてすぐに灯を消して逃げた
ことがあるという。娘さんが遊ばせないと、若い衆
が怒ることもあった。奉公に行っていると、正月に
戻ってきたときに同級生の男の人たちが遊びに来
た。子供の世代では、若い者が集まるのでも昔と
は違い、同級会をやっている。 

●03・ヨバイ 
　一人でこっそり行くのがヨバイ、仲間でないと入
れないのが夜遊びである。ヨバイはもう少し上の衆
（明治の人）の時代の話で、Ｔさんたちの頃にはあ
まりなかった。恋愛は多く、仲良くなって子ができ
るというのは昔はたくさんあった。親が先に寝る
ので、自分たち二人になって子ができることはあっ
た。ヨバイで子供ができて、どうしようもなくて一
緒になるということはあった。終戦後、バチ網の
頃に旦那が戦死した若い後家さんのところに若い
衆がみんなで遊びに行ったことがあるが、何か
あったわけではない。今のようにテレビやカラオケ
があったわけではないので、時間を持て余して行っ
たものである。「大井、師崎は女のヨバイ、男は
後生楽、寝て待ちる」という言い回しがあった。 

●04・シクジリ子 
　明治の人たちの時にはあった。子供ができたけ
ど結婚すればシクジリ子ではない。女だけで産んで
育てるものをシクジリ子といった。昔は子供ができ
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れば大騒ぎになり、身を守ることはきちんとしてい
た。嫁に行く前は貞操を守るものとされていた。嫁
さんのある人とできちゃってということは明治の人
にはあった。 

＜資料16＞ 
話者＝大正５年生まれ・Ｔさん女性（1997年10月
調査） 
●01・ヤド 
　佐久島は個人個人の漁師なので、若い衆のヤドは
なくてもよかった。  

●02・夜遊び 
　テレビもないし楽しみもないので、学校を出て漁
師をしていた人が年頃の娘さんがいる家に２～３人
のグループを作ってやって来る。来るのは、年が
違っても仲がいい人同士であった。昔は、ナマコ引
きやカニ網など、昼の漁ばかりで夜は暇だった。娘
は集まっているのではなく、一人でいるところに来
た。娘が男の所に行くことはない。娘は親と一緒
にいて、半纏を作ったりなど針仕事をしていた。男
が手伝ったりということはなく、お茶も出さずに
しゃべるだけである。冬は火鉢を囲んで落花生を
煎って食べたりもした。男がする漁師の話などを女
は聞いているだけであったが、アサリ取りに行った
りしてどこで取れるかなどということは話し合っ
た。漁師は朝が早いので10時くらいには帰った。
一人残ると嫌らしいので、みんなで帰った。東と西
で行き来することもあったが、多くはそれぞれのム
ラの中で夜遊びをしていた。昔は東と西は仲が悪
く、正月や祭りの時には一杯飲んで、その勢いでき
た。島のうちでは漁師と百姓しか仕事がなかった。 

●03・ナジミ 
　若い衆は、仲良くなると個人で来るようにな
る。親が反対の場合は遊びには来させない。欲し
いと思うと通う。親が反対すればナジミになっても
別れさせられることはあったが、好き同士で別れ
た例はあまり知らない。別れるといっても今ほど簡
単ではなかった。ナジミになればうわさがたつの
で、別れると他に行き場がなくなってしまう。ナジ
ミになれば結婚するものであった。今の子はだら
しがないし簡単に別れている。 

＜資料17＞ 
話者＝大正７年生まれ・Ｏさん女性（1997年12月
調査） 
●01・若者宿 
　ナヤに集まって若者が寝るということはなかっ
た。 

●02・娘遊び 
　昔は娯楽がないので若い衆が娘遊びをしていた。
若い衆はツレ同士２～３人で来た。年格好は娘さ
んに合うような人だった。娘は夜なべで裁縫をして
いた。若い衆が来たときは、親は恥ずかしくて寝床
にいってしまったりして、一緒にはいなかった。来
る若い衆を追い出すようなこともできなかった。若
い衆の中にはお菓子などを持ってくる人もいて、自
分でこの人を嫁にしようと思うと一人で通ってき
た。娘遊びが元で結婚する人もいた。「若い衆と
蜂の巣はかまうな」という言葉があった。 

＜資料18＞ 
話者＝昭和12年生まれ・Ｋさん男性（1998年３月
調査） 
●01・ヤド 
　昭和初期では、漁の親方のところに若い漁師が
集まったということはなかった。若い人がたくさ
んいて、夜は退屈なので若い衆の年輩の人の家に寄
り集まって、一杯飲んだりして遊んでいた。 

●02・青年団 
　青年団の人たちを若い衆といっていた。漁が儲か
らなくなるとよそに行く人が多くなり、佐久島青
年団はじきになくなった。元は男女で１クラス50
人ずつくらいはいたが、学校を出て後に残ったの
は５～６人だった。横浜、大阪、名古屋、東京な
どに出ていった。横浜には佐久島出身で出世をし
た人がいて、そこに行く人もあった。船の関係ばか
りで就職したわけではない。島に残った人は漁師
である。 

●03・娘遊び 
　東西で娘遊びをめぐっては喧嘩があった。東の若
い衆が西に遊びに行くと、向こうの男が怒り、郷の
口に肥のカメの中にロープをつっこんだもの（クソ
ナワ）が張ってあったりした。昭和29年生まれの
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人も娘遊びには行き、これは公認だった。出かけ
る先は同級生か年が下の者であった。みんなで行
くと、一緒にさせる人だけを残しておいた。 

Ｂ　答志島 

　篠島の若者宿が若者仲間のたまり場的色彩が強
かったのに対し、答志島の寝宿は若者たちの自由
な活動を保証しつつ、しつけ、教育の場としての役
割が期待されていた。そのため、寝屋親となるのは
島の名士であり、若者の親が寝屋親となってくれる
ように依頼に出かけた。娘遊びに出かけるのは宿
に寝泊まりする寝屋子が単位である。 

【三重県鳥羽市（答志島・和具）】 
＜資料19＞ 
話者＝昭和23年生まれ・Ｙ１さん男性、昭和30年
生まれ・Ｙ２さん女性（1997年２月調査） 
●01・ネヤコ 
　ネヤコの制度が現在も残っている。泊まるヤド、
泊まりにゆく者をネヤコと称している。同じネヤコ
の仲間のことをホーバイと呼び、高校に入る頃に同
級生が中心となって（時には学年が異なることもあ
る）4～7人くらいで仲間を作る。仲間は気の合う
者同士であり、家に残る長男で作った。ネヤコに頼
むところは寝泊まりするスペースのあるところであ
り、シンセキ筋などを頼って親が頼みに行った。た
いていは、年頃になるまでに、ネヤコをさせてくれ
といって事前に頼んでおく。夕食後、ネヤコに出か
けて寝泊まりし、朝、家に帰って朝食を取った。布
団はネヤコのところに持参した。和具では寝泊まり
することは現在では行われないが、答志では今もネ
ヤコに泊まる習慣である。ネヤ親は、普通はナコウ
ドをしている。 

●02・娘遊び 
　ネヤコで女の子のところに遊びに出かけた。年頃
の娘のことをアネラと称し、ナジミになるものがい
るとお膳立てをして他の者は先に帰ってしまった。
盆や正月は薮入りで、よそに出ていた女の子たちが
帰ってくる機会であり、娘遊びによく行った。盆踊
りの時などは、「行ってもいいか」「邪魔してもい
いか」といって誘いを掛けた。 

＜資料20＞ 
話者＝大正13年生まれ・Ｎさん男性（1997年７月
調査） 
●01・ネヤコ 
　学校を卒業すると跡取りだけが残り、多くの者
は外に出た。Ｎさんの時は残ったのは５人で、これ
で１軒の宿にした。同じネヤコの人数は多くて７人
くらいであり、10人くらいになると二つに分かれ
たりした。年齢は１級下から２つ上くらいまでの
者で同じネヤコになった。ネヤコ同士で喧嘩をして
ネヤ親に怒られ、二つに別れて外に出た例もある。
和具では、ネヤコに入らない者は人と一緒に行動が
できない者と見られ、島では相手にされなかっ
た。 

●02・ネヤ親とネヤコ 
　土地で信用のおける人がネヤ親となる。したがっ
て、ネヤコとネヤ親との年が近い場合もあり、何代
も続けてネヤ親となる人もいた。Ｎさんのヤドは久
六ネヤコといい、３代続いていた。ネヤ親は金持ち
でなくともまじめで監視ができる人であり、家は
６畳一間をネヤコのためにあてがうことができれば
よい。ここには親がネヤ親になってくれるように頼
みにいった。この時は、特に何も持っていかなかっ
た。反対に、盆正月にはネヤ親のところでご馳走を
出してくれた。ネヤ親はネヤコが１代替わると畳も
換えなくてはならず、費用もかかったが、いざとい
うときにはネヤコを頼むことができた。主人のこと
をオヤジと呼び、奥さんのことをオバサンと呼ん
だ。いずれも本当の親と同じ扱いであった。ネヤ親
を務めている家の子供が、自分の家をヤドにするこ
とはあまりなかった。いろいろと自由にできない
ことでもあり、よそに行きたがったためである。
ヤドは結婚すると抜けて行き、一人が結婚すると
これに続いてどんどんネヤコが出て行くことにな
る。一つのネヤコが全員出て行くと次のネヤコがこ
こに入ってくる。 

●03・ネヤコの生活 
　ヤドでは、カッテバにイドリ（囲炉裏）があり、
ここで漁の話などをしていた。遊びに行く者もいた
し、ヤドに娘を連れてくることもあった。他に人が
いなければ、娘を泊めることもできた。ネヤコはヤ
ドを抜けてからも見舞い、遊びなどでよく集まり、
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子供ができてからもツキアイを続けてゆく。また、
ネヤ親のところで手が足りないときは手伝いに行っ
たりする。 

●04・青年団 
　15歳で青年団に入った。役職には団長、副団
長、会計などがあった。入退会式は正月４日に公
民館か寺で行い、初めて入るときは酒２升を持って
中老の人を頼んで連れていってもらった。青年団は
25歳までで、抜けると42歳までは中老になった。
中老以上の年齢には特別な呼び方はない。青年団
の上下関係は厳しく、１月２月に上の者に泳いでこ
いといわれれば泳がなければならなかったし、浜
の岩に正座させられたりもした。「菓子屋でヤト
ナを買ってこい」といわれ、ヤトナの意味が分から
ないままに菓子屋に行って「ヤトナをくれ」といっ
たところ、「その辺にいる好きなのを持ってけ」と
言われたことがあった。ヤトナは娘の意味であ
る。支那事変の時には、団体生活が必要だという
ことから、２年間ほど青年団で寝泊まりしたこと
があった。 

●05・ホーバイの厄落とし 
　25歳と42歳の厄年、それに61歳の還暦の時は、
初午の時にホーバイで集まって松阪の岡寺に参拝す
る。この時は１泊して伊勢に参って帰ってきた。42
歳、61歳の時は奥さん連れで出かけたが、現在は
海外旅行に行くようになり、岡寺の参拝は付け足
しのようなものである。なお、青峰山には縁日の時
に行っている。 

●06・娘遊び 
　この子がいいとなると、ホーバイで「アジョ、あ
そこに遊びに行こうかい」と話をまとめ、娘に「今
晩遊びに行っていいか」といって、夜、娘のところ
に出かけた。断られることはなく、「遊ばして」と
いうと、親も「遊べ遊べ」と言って気を利かせて２
階に行ってしまったりした。初めは４～５人で娘遊
びに行くが、行き来しているうちに２人だけにな
り、こうなると家の外の人目につかないところに遊
びに行ったりした。もちろん、うまく行かないと別
れてしまうこともあった。 

●07・ホーバイの結婚への関与 

　結婚しようということになると、ネヤコのホーバ
イが親元にいって話をつけてくれる。誰が行くかは
ネヤコの中で決まっていた。これで内々に結婚の話
が決まった。 

●08・結婚年齢 
　男は15歳から娘遊びに出かける。10代での結婚
はあまりなかったが、20歳を過ぎれば結婚する者
も出てきて、たいていは24,5歳までに結婚した。 

●09・貞操観念 
　初めに好き同士になった人と一緒にならなけれ
ば、娘はキズモノと言われることになり、島の中で
は結婚しづらかった。そうなると町に出て行くこと
になった。昔はこういうことには厳しかった。娘が
相手を二股かけるような場合は、それがわかれば
誰からも相手にされなくなり、やはり町に出て行
くことになった。好き同士で子供ができれば、結
婚することが認められ、親が反対しても他の人が説
得してくれた。 

＜資料21＞ 
話者＝明治40年生まれ・Ｄさん女性、大正３年生
まれ・Ｈさん女性（1997年７月調査） 
●01・ネヤコ 
　和具には、現在はネヤコはないが、朋友会という
ものができている。何かというと集まることがで
きるので、ネヤコはあった方がよい。なお、女の人
のネヤコはなかった。 

●02・娘遊び 
　女の子は破れなどをつがなくてはならなかった
ので、お針の夜なべをしていた。ここに若い衆が来
て仲良くなって結婚することが多かった。本人がよ
ければ、親は何もいわなかった。 

Ｃ　渥美半島 

　渥美半島の表浜は地引網漁で栄えたところであ
り、若者はその労働力として重要な存在であった。
この地域の若者宿は、本来は網元が宿親となり、
網子を寝泊まりさせていたものと考えられる。その
ため、同年齢の者が寝泊まりするのではなく、あ
る程度の年齢差がある者で宿子を組織した。宿で
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は先輩から後輩に漁の技術などが伝えられ、労働・
教育機関としての色彩も強かった。「娘遊び」は宿
子全員で出かけるものではなく、宿子の中のツレ
同士（若者仲間）で遊びに行っていた。 
　地引網の経営は、昭和期には有力な網元が資金
を出しておこなう形態からムラの中の組（セコ）ご
とに出資者を募って共同経営をおこなうセコ網に移
行した。セコ網には株があり、一軒からの参加者
は原則一人であったため、多くの場合は働き場を
求める若者が従事した。このため、若者の宿は地
縁的な組織として存続したのである。 
　地引網の衰退とともに、労働・教育機関としての
若者宿の性格は薄れ、「遊び場」的な存在となって
いったが、篠島や答志島のような完全な同年者の組
織とはならなかった。また、多くの地域で娘遊び
からナジミの関係となり、結婚に至ることは稀で
あったと語られ、娘遊びという恋愛習俗が早くに
衰退していたことがうかがわれる。 

【旧赤羽根町（田原市）（池尻）】 
＜資料22＞ 
話者＝大正10年生まれ・Ｓ１さん男性（マルジョ
ウの主人）、大正14年生まれ・Ｓ２さん女性（Ｓ
１の奥さん）、明治43年生まれ・Ｓ３さん男性、
昭和６年生まれ・Ｓ４さん男性（1997年12月調
査） 
●01・ヤド子 
　Ｓ３さんは、大正13年、高等小学校２年を卒業
してすぐにヤド子に入った。一緒に入った人は５人
くらいであった。ヤドに入る人は漁師になった人で
あり、入らない人もあった。しっかりしたうちにヤ
ド子に入って、厳しくしつけてもらうためのもので
あり、「ヤドに行くならマルジョウ（○に上の字）
に行け」と言われていた。Ｓ３さんはここで15年
間寝泊まりをしていた。お嫁さんをもらうとヤドか
ら出て行くことになる。Ｓ３さんは昭和10年に結
婚し、マルジョウでナコウドをしてもらった。ヤド
子は、浜に出るのに網元が、朝、40人も起こして
回るのが大変なので、一緒に寝泊まりしていれば楽
であるということからやっていたのではないか。Ｓ
４さんの時代には、マルジョウの他にも２軒くらい
のヤド子があった。ヤド子は夕御飯は自宅で食べ
てきて、寝泊まりだけを一緒に行った。また、昼は
各家から弁当を持っていった。  

●02・池尻のヤド 
　終戦後は、マルジョウさんの他、リキッツア、小
林ミキオさん、杉原トシズミさんのところがヤドで
あった。このうちマルジョウさんは、明治の頃から
代々ヤドをしていたが、他は代々続くものではな
かった。マルジョウさんは、オモヤの２階がヤド子
の寝泊まりするところであったが、中瀬古の他のヤ
ドはハナレを使っていて、「のたれこみ」のような
もので若い人の遊び場であった。したがって、夜中
に出て歩くこともでき、ルーズであった。こういう
ところは、たまたまそのうちに若い衆がいて、寝る
場所があったために年代の一緒くらいの者で集
まったものである。マルジョウさんは、上の者が抜
けないと入れないことになっていた。10人も入る
と狭くなるので８人くらいが定員であった。厳し
い家がいいという人はマルジョウさんを頼み、自由
にしたいという人は他に行ったものである。戦前
は自由に泊まるようなヤドはなかったので、ヤド子
にならない人は自分の家で過ごしていたことにな
る。戦争直後、外に出ていた人が戻ってきて、人が
増えたのでハナレに寝たりしたのではないか。上
りでは長十サが代々のヤドであったが、部屋がな
くなったため又十サに移った。このほか、杉原ト
シヒコさんのところにも３～４人が寝泊まりしてい
た。下りではマルゴ、イリゴがヤドであった。 

●03・ヤド子になるとき 
　自分が好きなところのヤドに入ることになる。マ
ルジョウさんに入ったときは、父親が「やい、一
緒に行くぞ」と連れてきて、マルジョウさんの主人
の前に坐って「お願いします」といって挨拶をし
た。Ｓ４さんが入ったときは先輩も入れて８人のヤ
ド子がいた。一番上の人は10歳も年上であった。
結婚すると抜け、30歳にもなってヤド子でいるよ
うな人はいなかった。 

●04・ヤド子の門限 
　マルジョウさんは夜の門限が９時に決まってい
て、夜学が終わるとすぐくらいに戻らなくてはなら
なかった。店の出入りの人が12時くらいまでは碁
を打ったりして遊んでいたが、９時までに戻らない
と入れてもらえなかった。遅れると木の枝から渡っ
て２階に入り込んだという。夜は時間があるので、

ー ー47



ヤド子は毛糸の編み物をしていて、シャツなどを
作っていたという。 

●05・ヤド子とヤドの人との関係 
　ヤドの主人をヤド親などとはいわない。普通は
「おじいさん」「おばあさん」といっていて、奥さ
んのことは「ネエさん」と呼んでいた。ヤド子の規
則も文章化されたものはなかった。ただ、行儀見
習いの性格が強かったのでそういう不文律はあっ
た。 

●06・ヤドとナコウド 
　ヤド子が結婚するときは仲人をヤドの主人に頼
んだ。Ｓ４さんは昭和30年に結婚したが、Ｓ１さ
んにナコウドをしてもらい、Ｓ３さんはＳ１さんの
奥さんのお父さんがナコウドだった。ナコウドをし
てもらうとセワ子ということになる。現在もシンセ
キツキアイをしていて、盆正月などには贈答があ
る。マルジョウさんでナコウドをしてもらった人た
ちで、やすらぎ会という親睦組織が作られている。 

●07・娘遊び 
　終戦直後は、ムラの若い衆はほとんどが娘遊びに
行った。他の部落からも娘遊びに来た。豊橋など
にも遊びに行き、自転車で１時間がかりで帰ってき
たという。娘遊びで遅くなると、マルジョウさんの
場合は家に入れてもらえなかった。娘遊びは、自分
たちのツレ同士２～３人で出かけ、これを「オトモ
で行く」といった。娘はお針をやっていたが、知ら
ん顔のところは行きづらかった。たいていは家に入
れてくれるが、娘が出てこないときもあり、そうす
ると向こうの父親と話をして帰ってきた。 

【旧赤羽根町（田原市）（高松）】 
＜資料23＞ 
話者＝昭和４年生まれ・Ａさん男性（1998年２月
調査） 
●01・高松のヤド 
　ヤドは漁に関係ある家で、親が漁師をしていて、
済んで息子にかわったようなところが務めていた。
高松の場合、ヤドは一つの部落で２軒くらいであ
る。ヤドのオヤジのことをヤド親という。元は部落
にヤドが３つあったが、戦争中に一つになり、戦
後は新しいものができた。 

●02・八郎兵衛ヤド 
　Ａさんは昭和22年、18歳でヤドに入った。一緒
に入っていたのは同級生と一つ下の者の３人で、そ
のヤドの一つ年上の息子を入れて４人のヤドであ
り、ずっと年上の人が入っているということはな
かった。このヤドを、屋号をとって八郎兵衛ヤドと
いっていた。この時には、もう一つ清十ヤドという
のがあり、年齢的には２～３歳の幅の者、７～８
人が入っていた。Ａさんたちより年下の人たちは他
のヤドに入り、八郎兵衛ヤドには新しい人が入ら
ず、Ａさんたちが最後になった。この後、漁も減っ
てヤドもなくなっていった。 

●03・ヤドに入る理由 
　ヤドには漁師の人はみんな入った。Ａさんより
も年上で、漁師にならなかった人はそんなにいな
かった。ヤドに入らないと、ムラの一通りのことを
踏まえることができず、何の話もできない。ヤドに
入っていないと漁に遅れてしまう（遅れることをハ
ンコウするといった）。ヤドが起きてこないと漁
には行けないので、一緒に行けるとよかった。ヤド
には定員はなかった。時の有力者がいろいろ教えて
やろうかということはあったが、基本的には、戦
後のヤドは漁だけが目的になってゆく。池尻のマル
ジョウさんは若い衆を集めて教育をしていた。 

●04・ヤドに入る人の年齢差 
　Ａさんが学校に行っている頃にあったヤドは、５
歳くらい年上の者も入っていたが、兵隊に行って
帰ってくると嫁さんをもらうのでいなくなってしま
う。 

●05・組網とヤドの関係 
　部落は45～50軒で、このうち漁師は30～35軒く
らいであった。網は40人前後で引いていて、組網
であったが、実際にはよその組の網に入る人もい
て、他の部落からも網に入ってきていた。戦争中は
ヤドが一つであったので、年の若い者は他の部落に
ヤドを作ってそこに行った。ヤドそのものは教育機
関ではなくなっていたので、同年の中でハナレのあ
る家に行った。この場合、よそのムラのヤドに行く
ことはあったが、その場合でもアンコ（網子）は
同じで、部落のヤコラ網に来ていた。 
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●06・ヤドへの加入 
　Ａさんがヤドに入るときは、父親に連れられて頼
みに行った。入るときに、酒を持って行くなどのし
きたりはない。親から向こうの親に頼んでもらう。
先輩はいるがほとんど同年のような人であり、上下
の関係も特にどうということはなかった。池尻の
方が厳しかったのであろう。 

●07・ヤドの生活 
　八郎兵衛ヤドは８畳くらいの広さで、ここに５～
６人が集まって寝ていた。布団はそれぞれの家から
持っていった。若者は、夕御飯を食べて風呂に入
り、ヤドには寝るだけのために出かけた。風呂は
ヤドで入るときもあった。朝はヤドからそのまま
漁に行き、弁当は母親が家から持ってきた。ヤドで
は、夜は遊びに行く話などをしているか、娘遊びに
行った。 

●08・ヤドのツキアイ 
　仲人をヤド親に頼むということはなかった。元
は兵隊に行くまでがヤド子であったし、Ａさんの
頃は、20歳くらいでヤドを出て、あとは家に戻っ
てしまったので、結婚まで間があった。一緒にヤド
で過ごした者は、「○○のヤド子」といい、普請
があったりお祝いがあればそれなりの心付けをし
たが、ヤドを出てから集まるということはなかっ
た。池尻のヤドであれば、ヤドを出てからも集ま
るようなことがあったのかも知れない。 

●09・娘遊び 
　娘遊びはヤド単位で出かけたが、ヤドの者が全
員行くというよりも、２～３人に分かれていった。
出かける先は赤羽根から大草くらいで、自転車に
乗っていった。娘も家の中にあげてくれた。娘遊び
が元で結婚するという人はあまりいなかった。 

＜資料24＞ 
話者＝昭和18年生まれ・Ｏさん男性、昭和６年生
まれ・Ｎさん女性（1998年２月調査） 
●01・ヤドコ 
　昭和10,11年生まれの人まではヤドがあった。戦
後は、中学ですぐにヤドに入る人もいたが、だん
だんと高校に行くようになり、昭和28～30年くら

いにかけてヤドはなくなっていった。昭和５～10
年生まれくらいの人たちは、ヤドに入っていたから
か絆が強い。現在も深いツキアイをしている。葬儀
の時や病気だというときに手伝いに行ったりしてい
る。ヤドに行っていたときは、食事は家で食べ、寝
泊まりだけをヤドでした。Ｎさんは旧制中学に行っ
ていたため、ヤドには入らず、ヤドは別世界であっ
た。  

●02・ヤド 
　長屋の２階などをヤドに当てていた。大きくて
も10人くらいが泊まる程度である。ヤドに寝泊ま
りするのは、100パーセント地引網に従事する人
だった。昔は、若い人はほとんどが浜の仕事をして
いた。一色には東網と西網の二つがあり、気の合
う者同士で仲間を作っていた。二つの網は、漁場の
関係で喧嘩もしたが、ヤドコは異なる網の者同士で
組んでいるときもあった。ヤドの中は一番の年長の
者が取り仕切り、野荒らしなど中くらいの悪さはし
ても、大きい悪さはできないようになっていた。娘
遊びにもよく行った。 

【旧赤羽根町（田原市）（若見）】 
＜資料25＞ 
話者＝昭和11年生まれ・女性（2001年７月調査） 
●01・ネキョウダイ 
　Ｓさんのご主人は漁に出ていたので、ヤド親の長
屋で寝泊まりしていた。兄若い衆とご主人、同年の
２人、同年代のヤド親の子の５人である。地引網
の時は１軒ずつ呼び起こすのがたいへんで、ヤドに
いれば楽だった。元は漁に行った者のために、お
ばあさんたちが弁当運びをしていた。ネキョウダイ
は、今も冠婚葬祭や見舞いなどに際してつき合いを
している。 

【旧渥美町（田原市）（堀切）】 
＜資料26＞ 
話者＝大正13年生まれ・Ｗさん男性（2001年８月
調査） 
●01・ヤドコ 
　気心のあった人が一所に集まっていた。ヤドコと
いい、75歳以上の人なら経験している。オヤカタ
なので、網元の家のナガヤに泊まった。学校をおり
てから嫁さんをもらうまでで、今日は行こうかと
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いって娘遊びに出ていった。 

●02・ヤドコ 
　ヤドコをしていたのはもう一つ前の世代である。
５～７人くらいで１軒の家に泊まりにいった。網の
仲間や近所隣、セコ、ジルイなどの仲間が多かっ
た。年齢は学校を終わって嫁をもらうまでで、中に
先輩がいて、この人が出れば次の人が入るように
なっていた。ヤドコは何歳も年が違った。小学校は
尋常科と高等科があったが、男の子は高等科まで
行くことが多かった。小学校をおりると、ヤドに
行き、晩になると泊まってくるようになった。学校
を出てすぐに入らず、ある程度、家にいてから入る
人もあった。ヤドはオオヤの家で、シンショもあ
り、権力もある人が主人だった。漁師がはやってい
たので、アンモト（網元）をしていた家がヤドコを
やる場合が多かった。ほとんどが漁師だったので、
仲間で寝泊まりしていたが、別のアンモトのところ
の若い衆が、一緒のヤドコになることはなかった。
そこは別にヤドコを作っている。ヤドが堀切にいく
つあったかはわからない。40～50軒に一つくらい
はあったのではないか。 

●03・若者の付き合い 
　ヤドコの仲間で娘遊びに行くことはあった。母が
歌ってくれた歌に「会いたさ見たさに怖さを忘れ、
暗い夜道をただ一人、会いに来たのになぜ出て会
わぬ。ぼくの呼ぶ声忘れたか。あなたの呼ぶ声忘れ
はしない、出るに出られぬ篭の鳥。篭の鳥でも知
恵ある鳥は、人目しのんで会いに行く。人目しのべ
ば世間の人が、怪しき女と指ささん」というのが
あった。このくらい、若い衆と娘は、２人で会って
話はできなかった。 

●04・娘遊び 
　これで一緒になる人もあった。渥美町内に自転車
で行き、近くに行ったこともある。娘遊びに行って
相手をしたのが妹で、「あの娘をもらえ」と言わ
れ、寝るようになってから、人が違って姉の方だっ
たということもあったという。好きで一緒になる
ことはまれで、親に決められる方が多かった。 

●05・娘遊び 
　夜、若い衆は伊良湖、和地、福江、中山などに

娘遊びに出かけていた。行くのは３～５人で、季節
は関係ないが、昔は蚕を飼っていたため、その時分
は夜も忙しかったので、夏の娘遊びは少なかったの
ではないか。行けばお茶を出してくれ、そこの娘が
いいか悪いかを見てきた。家の人も歓迎してくれ
た。断れば娘の評判が悪くなった。親は出てこな
い。その方が若い衆としてはありがたい。よその若
い衆とぶつかると、悪さをされた。行って先客があ
れば、自転車の空気を抜いたりした。てれっぽ（虫
ゴム）まで捨てられてしまうので、帰りは歩いてく
ることになる。違うグループが一緒に娘の家に入っ
ていくことはない。喧嘩をするようなことはな
かった。娘遊びがもとで一緒になる人はごく少な
かった。親とシンセキが了解しないと、結婚する
ことはできなかった。 

【旧渥美町（田原市）（江比間）】 
＜資料27＞ 
話者＝昭和５年生まれ・Ｋさん女性（2001年８月
調査） 
●01・青年部 
　青年部と女子青年部の交流は活発だった。女子
だけで、100～150人くらいの人数がいた。男の人
も150人くらいはいた。盆踊りをしたり、行事も一
緒にやっていた。図書館で週に何回か集まり、そこ
で知り合うこともあった。もっとも、２人で話を
するということはあまりなかった。青年部には高
等２年にいるときに入った。１月頃に入り、この
時には「○○の長男で○○でございます。よろしく
お願いします」というような挨拶をして入った。 

●02・ヤドヤ 
　江比間には６つのセコ（東・西・南・北・中・
里）があり、若い衆はセコの代表のところに集まっ
ていた。ヤドヤと言ったが泊まることはなかっ
た。女子はない。ヤドヤの主人が仲人をすること
はあまり聞かなかった。 

●03・娘遊び 
　夜、若い衆が５～６人で娘の家に来て、１～２時
間遊んでいった。若い衆はしょっちゅう来ていて、
同年よりも２～３歳上の人だった。年下の人は来
ない。戦後は20歳よりも上の人が来ていた。１人
ではなくてグループで来るもので、仲良くなると１
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人で来ることもあるが、こういうことはあまりな
かった。娘遊びに来たときは、娘は特に仕事はして
いない。和裁をしていれば話はできない。毎日とい
うわけではないが、来れば断れず、座敷に上げてお
茶を出す。親は出てこないで若者たちに任せてお
く。世間話をして過ごすものである。季節は１年を
問わないが、若い衆が暇なときに来るので、冬の方
が多い。 

＜資料28＞ 
話者＝昭和３年生まれ・Ｙさん男性（2001年９月
調査） 
●01・若者のヤド 
　Ｙさんの家の長屋は、戦後は若者のヤドになって
寝泊まりをしていた。お兄さんの友人たちが来てい
て、気心のあった人の集まりだった。仕事はバラバ
ラで、勝手に来て泊まって行く。こういうところが
何カ所もあった。ヤドの家に仲人を頼むことも
あったが、まれな例であり、しきたりにはなってい
なかった。 

●02・青年団のしきたり 
　明治の頃は、青年団に入ると１ヶ月に縄を何尋
というように綯って団長のところに届けた。できな
いとお金を持っていった。資金は団長がためてお
き、青年団を抜けるときにこのお金を渡したとい
う。 

●03・娘遊びとヨバイ 
　娘遊びは親がいるところに何人もで行って話し込
んでくるものであり、ヨバイは娘の寝ているところ
に忍び込むものである。娘も承知していなければ行
けない。 

【旧渥美町（田原市）（中山）】 
＜資料29＞ 
話者＝昭和10年生まれ・Ｋさん男性（1999年12
月調査） 
●01・ヤド 
　オオヤ、地主、網元がヤドになり、若い衆を泊ま
らせていた。泊まる人をアンゴ（網子）という。
ヤド主はヤド子の一生の面倒を見た。仲人もやっ
た。親に叱られて許されないと、ヤド主を頼み、そ
れでもダメならお寺を頼んだ。ヤド子も、いくつに

なってもおヤドのお手伝いに行った。 

【豊橋市（東赤沢）】 
＜資料30＞ 
話者＝昭和７年生まれ・Ｓ１さん男性、大正15年
生まれ・Ｓ２さん男性（2001年５月調査） 
●01・若い衆 
　青年団などはなかった。若い衆のツレが５人く
らいで寝泊まりしていることはあった。北と南に２
カ所くらいあり、元は４カ所くらいあったらし
い。文句を言わない家が寝泊まりする場所にな
り、イソウロウノヤドといった。毎日集まってい
て、遊廓に行って遊んだりしていた。若いモンは高
等小学校を出るとすぐに海に出た。寝泊まりする若
いモンは17,8歳からで、上は嫁をもらえばやめてし
まう。若いモンは自分の家から布団を持っていって
いた。 

●02・娘遊び 
　行きにくいところとそうでないところがあった。
「あそこはいいぞ」というとみんなで行った。これ
で一緒になった人は５～６組か。出かける先はムラ
の中で半分、外で半分くらいである。ムラの中だと
８時から12時くらいまで遊んでいる。一晩に行く
のは一軒で、娘はお針をしていた。密かに入って
いったらヨバイという。 

【豊橋市（伊古部）】 
＜資料31＞ 
話者＝昭和２年生まれ・Ｂさん男性、昭和６年生
まれ・Ｏさん女性（2001年６月調査） 
●01・青年団 
　高等２年を出て青年団に入った。若い衆には寄
り場があり、お宮の横のクラブに毎日集まってい
た。寄るということは勉強になることで、明日は何
をやるかということも話し合った。ここで娘遊び
に行くぞといって出かけた。青年団には、嫁をもら
うと行かなくなる。戦争中は20歳で軍隊に行き、
帰ってくると結婚する人が多かった。すぐに結婚し
ない人は夜遊びに行っていた。  

●02・娘遊び 
　Ｂさんの若い頃は娘遊びが盛んだったという。
これに行って来ないと寝られないくらいだった。出
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かけるのはムラの内で、２人くらいで行った。20
歳前後から25歳くらいまでの人である。先輩に連
れられてということもあった。親によって行きにく
いところであれば、遠慮をする。２時間くらい、
しゃべって帰ってくる。行くとお茶が出た。行って
も、娘の親は何も言わない。親の前でしゃべってく
ることもあったし、親が遠慮して引っ込んでいる場
合もあった。「こんばんわ」と言って玄関から入っ
ていった。受ける方でも親から言われていたが、外
に連れ出すようなことはなかった。娘がお針をして
るということはあまりなかった。出かける先は決
まっていて、一日に何軒も廻ることはない。先客が
いれば、「あそこにはあいつが行っているので行け
ん」といって遠慮した。１人で行くことはなく、い
つも一緒の人と出かけた。季節は夏冬無しだった
が、全員が行ったわけでもない。知った人では高
塚に行っていた人もあった。娘遊びが元で一緒にな
る人もあった。 

【田原市（白谷）】 
＜資料32＞ 
話者＝Ｓさん男性（総代）（2001年６月調査） 
●01・ヤド 
　青年が集まるヤドがあったが寝泊まりはしな
かった。会長がいて、青年会のＯＢの大きな家がヤ
ドになった。挨拶などは上の人が指導をした。下
の者は目上の者の３メートル前から挨拶をすると
か、「けつは軽くしろ」と言われて、お役の時は年
寄りの替わりになって立ち働くように教えられた。 

●02・娘遊び 
　上の者が連れていってくれた。戦後でもおこなっ
ていて、冬によく出かけた。火鉢に当たって話をし
てくる。縁組は近いところとが多かった。 

＜資料33＞ 
話者＝昭和４年生まれ・Ｓさん女性、昭和６年生
まれ・Ｋさん女性（2001年７月調査） 
●01・ヨアソビ 
　隣の部落からも娘を目当てに来て、夜中までしゃ
べっている場合があった。Ｋさんの在所では、お姉
さんのところに３人も４人も若い衆が来た。ヨア
ソビは行きやすい家と行きにくい家があり、「男
と女がつき合うのはだめ」と堅いことを言う家だと

来なくなる。これが元で結婚する人もあったが、
たまである。遊びに来る人は、たまにはお菓子く
らいを持ってきた。娘さんはお針は別に習っていた
ので、夜なべで仕事をしていることはなかった。女
親は一緒にいて話をすることもあったが、たいてい
は先に風呂に入って寝てしまう。親は隠れているも
のであり、若い者の中にはいない。 

●02・ヨバイ 
　都会は売り屋があるのでそういうことはない
が、娘さんの寝ているところにヨバイに行くこと
もあったという。 

＜まとめ＞ 
　多くの地域で「娘遊び」の伝承を聞くことがで
きたが、それは単なる遊びであり、結婚とは別で
あったと語られていた。家制度が確立してゆく中、
自由な恋愛に基づく結婚が忌避されるようになっ
た風潮を反映したものと言える。 
　篠島や日間賀島では「10人の内８人までは恋愛
結婚だった」とされ、「娘遊び」による出会いが
結婚につながっていたことが確認される。瀬川が
「同居して経済生活をともにするということは、子
ができてからである例が少なくない」と指摘した事
例であると言える。それどころか、篠島の場合はカ
ヨイ婚のしきたりがあり、子ができてからも夫婦
が同居することは先送りされていた。 
　篠島や答志島では、若者仲間がホーバイの恋愛成
就を手助けする話も聞かれ、瀬川が指摘した「若
者仲間がムラの娘を管理し、婚姻を統制」した事例
に当たる。これらの地域で恋愛結婚の比率が高
かった背景には、「娘遊び」の拠点である若者宿
が、若者仲間の溜まり場として遅くまで機能してい
たことが考えられる。 

【参考文献】 
・リクルートブライダル総研「恋愛・結婚調査
2023」https://www.recruit.co.jp/newsroom/
pressrelease/2023/1212_12811.html（2025/8/
25閲覧） 

・瀬川清子　1979　『若者と娘をめぐる民俗』未
来社
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